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山響の決算分析と今後の見通し 
R4.2.20 検討チーム資料 

１ 決算状況及び収支試算 

事業区分 
 

2013-2019平均 ２０２２以降（試算） 

定期演奏会 収入 ２，７４０，５３１ ２，３１１，９６０ 補助金廃止を反映 

支出 ３，１２８，１８１ ３，１２８，１８１ 練習会場費を含む 

差額 △ ３８７，６５０ △ ８１６，２２１  

巡回芸術劇場 収入 １，２００，０００ １，２００，０００ ２日４公演 

支出 ７７４，２２０ ７７４，２２０ 

差額 ４２５，７８０ ４２５，７８０ 

サマーコンサート 収入 ２４５，７１４ ２４５，７１４ 今後見直しの可能性あり 

支出 ２２１，６０８ ２２１，６０８ 

差額 ２４，１０６ ２４，１０６ 

依頼演奏他 収入 ９１７，８６１ ５４５，４９８ オケクリ廃止を反映 

支出 ５９９，３７０ ４６３，６５６ 

差額 ３１８，４９１ ８１，８４２ 

管理運営費  収入 １，０２３，７１０ １，０２３，７１０ （四捨五入のため合計は合わない） 

支出 １，３１２，７６９ １，３１２，７６９ 

差額 △ ２８９，０６０ △ ２８９，０６０ 

合 計 収入 ６，１２７，８１６ ５，３２６，８８２  

支出 ６，０３６，１４９ ５，９００，４３４ 

差額 ９１，６６７ △ ５７３，５５２ 

注 2020年及び 2021年は、コロナ禍での特異性があるため除外 

 

２ 主な財源と経費の規模（2013～2019 の決算状況を元に整理） 

団費 12,000円×約 70人＝約８４万円 

定演団員ノルマ 5,000円×約 70人＝約３５万円（約 280枚） 

山口銀行委託チケット 1,500円×300枚＝４５万円 ※他に助成金 20万円＋ＴＶ放送料 

巡回芸術劇場 収入１２０万円 － 支出８０万円 ≒ 収益約４０万円 

（オーケストラ楽器クリニック） 収入約６０万円 － 支出約３０万円 ≒ 収益約３０万円 

指揮者旅費謝金 ８０万円～１００万円（練習を含む） 

ソリスト旅費謝金 ３５万円～７３万円（練習を含む） 

トレーナー旅費謝金 ４４万円～７６万円 

本番会場費 ２５万円～４０万円 ※山口市民会館とスターピアくだまつは負担なし 

練習会場費 ５０万円 

楽器運搬保管費 ６０万円（三共ピアノ） 
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３ 分析 

〇過去７回の定演(2013-2019)は、平均４０万円弱の赤字であった。 

・なお、会場使用料ゼロの年が７回中４回（山口、下松） 

・山響は昔から、巡回や依頼演奏の黒字で、定演と管理運営費の赤字を補填する構造 

〇今後は、定演で毎年８０万円程度の赤字、団の会計全体では毎年６０万円弱の赤字が

見込まれる。赤字構造を解消するためには、少なくとも年６０万円の財源を確保する

必要がある。 

 

 

４ 山響を取り巻く環境の変化等 

・1985年以降、定演に毎年プロ指揮者を招聘しているが、入場料は当時から1,500円 

・1990年代頃は依頼演奏が多く、団費なしで運営してきた（当時の巡回は４日８公演）。 

・2000年代以降、トレーナーの招聘など、活動の充実強化のため団費の徴収を始めた。 

・リーマンショックや大震災を経た2010年代以降は、依頼演奏が大きく減少している。 

・2021年～2030年の10年で、山響の預貯金は枯渇する見込み（※）。 

・将来的に、巡回芸術劇場の更なる削減の可能性も想定される。 

・コロナ禍が終息すれば、芸術村廃止問題の再燃が想定される。 

・少子化と団員の高齢化で、団員の実人数が増加する見込みは乏しい。 

 

 

※ 山響の財産（令和３年(2021年)４月１日現在） 

繰越残高 1,042,208円 

基金残高 4,484,595円 

計    5,526,803円 

→ 5,526,803円 ÷ 573,552円/年 ＝ 9.64年 ≒ １０年 

 

 

 

 


